
令和５年度 第１回野辺地警察署協議会 議事録

１ 開催日時

令和５年６月23日（金） 10：07 ～ 11：15

２ 開催場所

野辺地警察署 訓受室

３ 出席者

○ 協議会委員 ５人

野坂幸子会長、杉山徹副会長、川畑和光委員、村木亜弓委員、葛西奈栄子委員
○ 警察署 ７人

署長、次長、刑事生活安全課長、地域課長、交通課長、警備課長、警務会計課長代理（事

務局員）

４ 開催内容

(1) 開会

(2) 出席者自己紹介

(3) 署長挨拶

(4) 役員選出

(5) 会長挨拶

(6) 副会長挨拶

(7) 議事

令和５年度の取組課題について

ア 警務会計課

取組課題『警察力の最大化に向けた組織作りの推進』

(ｱ) 働きやすい職場環境の構築

(ｲ) 将来を担う若手警察官の育成

イ 刑事生活安全課

取組課題『特殊詐欺及び窃盗事件抑止活動の推進』

(ｱ) 管内、県内における特殊詐欺及び窃盗事件の発生状況

(ｲ) 特殊詐欺被害及び窃盗被害の具体的抑止対策

ウ 地域課

取組課題『地域住民の声に応える活動の推進』

(ｱ) 若手警察官の早期戦力化（実戦的総合訓練）

(ｲ) 山岳遭難防止活動

(ｳ) 地域に密着した活動

エ 交通課

取組課題『交通死亡事故抑止対策の推進』

(ｱ) 管内の交通事故発生状況

(ｲ) 交通事故抑止対策

(ｳ) 交通安全施設対策

オ 警備課

取組課題『緊急事態等発生時における警備諸対策の推進』

(ｱ) 各種訓練実施状況及び業務推進状況

(ｲ) 外国人の把握状況

(8) 意見・要望等

○ 信号機のない交差点が多いが、要望しても設置されないと感じている。今後の信号機の

設置方針について伺いたい。

〔回答〕 信号機の設置要望は承知しているが、新規設置の条件をクリアするのは厳しい

のが実情である。

交通事故抑止の観点から、要望箇所の現場確認等、警察本部主管課と連携しな

がら所要の調査等を行い、規制を上申する等、必要な対応は可能な限り行う。

○ 冬期間、ＬＥＤ信号機が着雪で見えなくなることがあるが、どうにかならないのか。

〔回答〕 ＬＥＤ式信号機の特性上、熱を発しないため着雪が発生するが、その旨通報を

受ければ、署員等が専用の用具を持参して着雪の除去作業を行う。

○ 駐停車中にハザードランプをつけるのは法律に基づいているのか。

〔回答〕 道路交通法によるものではなく、慣例的なものと承知している。



○ 現場に来てくれた警察官が真っ先に犠牲なるようなことはやめていただきたい。被害の

拡大にもつながるので、まずは自分の身を第一に考えてもらっていいと考える。

〔回答〕 事案が凶悪化している中、各種訓練の実施や装備などの活用、幹部からの適時

適切かつ具体的な指示などにより、地域住民を守るための活動を継続していく。

○ 猟銃の許可については、厳重に行ってほしい。

〔回答〕 銃砲の許可申請に際しては、所要の調査を行う等厳正に行われており、当署に

おいても引き続き厳正に制度を運用する。

○ メールなど、怪しいものが届くが、来ないようにはできないものか。

〔回答〕 メールの送信元などの特定には時間がかかる場合も多い。一番の対策は『開か

ない、見ない』ことなので、今後も引き続き周知を図っていく。

○ 交通事故の原因、状況、降雪期の注意点など、自動車学校と連携して、今後免許を取得

する教習生に教えることはできないものか、検討願いたい。

また、よく交通事故の報道で、「事故原因は調査中」と出るが、交通安全に役立てるた

めに、事故の原因を地域住民に知らせることも検討願いたい。

〔回答〕 検討の上、回答する。

○ マイナンバーカードと運転免許証の連携は今後どうなるのか。

〔回答〕 現状では、警察庁から県警に対する具体的な指示等は来ていない。

○ 友人のところに詐欺と思われる電話が入り、相手に逆に電話番号を聞いたら電話が切れ

たとのこと。参考にしてもらいたい。

○ 気をつけているのだが、自分でも詐欺に遭いそうになったことがある。潜在的な被害が

多いと思われるので参考にしてほしい。

(9) 署長総括

(10) 閉会

【 開催状況 】


